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発
刊
に
あ
た
イコ

て



ll 

こ
の
た
び
「
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
「
古
代
・
中
世
」
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

市
史
編
集
事
業
は
市
政
一

O
O周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
着
手
し
、

先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
足
跡
を
た
ど
り
、
大
い
な
る
遺
産
を
後
世
に
継
承
し
て
次
の

年
に
向
け
て
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
い
、
刊
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
史
の
編
集
に
お
い
て

は
、
途
中
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
や
む
な
く
中
断
す
る
な
ど
困
難
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
執
筆
の
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
歴
史
編
、
経
済
編
、
行
政
編
の

計
九
巻
を
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
刊
行
い
た
し
ま
す
歴
史
編
「
古
代
・
中
世
」
は
、
古
代
の
大
輪
出
の
泊
の
姿
、
平
清
盛
に

よ
る
日
宋
貿
易
、
兵
庫
津
の
繁
栄
な
ど
今
日
の
国
際
貿
易
港
と
し
て
の
礎
を
築
い
た
時
代
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
す
で
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
「
自
然
・
考
古
」
「
近
世
」
「
近
代
・
現

代
」
と
あ
わ
せ
、
歴
史
編
が
通
史
と
し
て
完
結
い
た
し
ま
す
。
大
震
災
か
ら
一
五
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
本
編
で
は
古
代
・
中
世
に
お
け
る
震
災
を
含
む
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
り
ま

す
。
先
人
た
ち
が
幾
多
の
困
難
や
災
申
告
を
乗
り
越
え
て
き
た
英
知
を
学
び
、
新
た
な
時
代
を
築
く

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
新
し
い
麿
史
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
平
易
で
格
調
あ
る



「
新
諺
神
戸
市
史
』
が
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
控
史
愛
好
者
の
方
々
に
末
長
く
親
し
ま
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
編
集
委
員
長
、
専
門
委
員
、
編
集
委
員
、
執
筆
者
の
方
々
の
多
大
な

ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
数
々
の
資
料
提
供
を
は
じ
め
編
集
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
淳
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
三
月

神
戸
市
長

久
場

主

静

Ill 
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凡

伊l

一
、
本
巻
は
「
自
然
・
考
古
」
「
吉
代
・
中
間
」
「
近
世
」
「
近
代
・
現
代
」
か
ら
な
る
『
新
修
神
戸
市
史
』
歴

史
編
H
「
古
代
・
中
世
」
に
あ
た
る
。

一
、
こ
の
巻
の
執
筆
分
担
者
は
、
巻
末
に
一
覧
表
で
示
し
た
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
、
国

有
名
調
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
原
郎
に
よ
っ
て
い
な
い
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
、
既
存
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
本
音
一
回
の
性
格
上
、
基
本
的
に
出
典
を
示
さ
ず

巻
末
に
参
考
文
献
の
一
覧
を
掲
げ
た
。
史
料
な
ど
を
直
接
引
用
し
た
場
合
（
原
則
と
し
て
読
み
下
し
文
に
改

め
た
）
は
本
文
中
に
出
典
を
記
載
し
た
。

な
お
、
中
世
の
史
料
で
吋
兵
庫
県
史
』
（
史
料
編
中
世
一

1
九
）
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
史
料
編
一
の
場
合
（
吋
県
史
』
一
「
O
O文
書
」
）
と
し
た
。

一
、
人
名
の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

一
、
難
訓
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
各
節
の
初
出
の
と
こ
ろ
で
、
ふ
り
が
な
を
付

し
た
。
も
と
の
史
料
に
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
と
し
た
。
神
戸
市
内
の
地
名
の
読
み

は
、
基
本
的
に
は
神
戸
市
市
民
参
画
推
進
局
匿
政
振
興
課
編
『
神
戸
市
町
名
一
覧
表
』
（
平
成
ニ
十
一
年
）

に
よ
っ
た
。

、
文
中
の
写
真
、
図
、
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
掲
載
と
提
供
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
関
係
機
関
、
団
体
な
ら
び
に
個
人
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
巻
末
に
掲
げ
た
。

、
史
料
提
供
・
協
力
者
の
一
覧
は
巻
末
に
掲
げ
た
。



、
本
文
中
の
年
月
日
は
原
則
と
し
て
当
時
の
憶
に
よ
っ
て
お
り
、
な
お
そ
の
年
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
西
暦
年
を

（
）
内
に
記
し
た
。

一
、
本
文
お
よ
び
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
な
か
に
は
、
当
時
の
差
別
的
表
現
で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る

が
、
差
別
の
歴
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
で
は
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
。

題

字

沌
神
戸
市
長

崎

民

雄
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次

第
一
二
節
叩

自

新
修
神
戸
市
史

歴
史
編
立

古
代
・
中
世

目

次

二玄＂＂－

与主

原
始
社
会
か
ら
倭
王
権
へ

吉
代
社
会
へ
の
胎
動

2 

地
域
区
分
と
考
察
の
視
点
：

六
甲
山
地
周
辺
の
水
系
銅
鐸
・
拠
点
集
洛
と
銅
鏡
・
古
墳

弥
生
時
代
の
神
戸
市
域
：

六
甲
山
地
の
南
部
六
甲
山
地
の
西
部
六
甲
山
地
の
北
部

古
墳
時
代
の
神
戸
市
域
：

六
甲
山
地
の
南
部
六
甲
山
地
の
間
部
六
甲
山
地
の
北
部

石
材
・
鉄
材
の
変
化
と
倭
王
権
の
誕
生

石
材
を
介
し
た
交
流
大
和
・
河
内
勢
力
か
ら
倭
王
権
へ

4 

倭
E
慌
の
神
戸
市
域
へ
の
進
出
：

の
時
衰
と
部
民
・
渡
来
人
の
編
成
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第
一
二
品
早

第

縮
見
屯
合
的
と
億
計
・
弘
計
王
蕊
減
院
の
興
亡
と
倭
王
権
の
発
展
来
日
部
・
山
部
の
再
編
と

大
伴
速
二
造
を
通
し
た
地
域
支
配
渡
米
人
の
再
編
と
諸
城
臣
・
大
伴
述

ク
ニ
と
国
造
氏

潟
城
直
・
荒
田
践
と
荒
田
郡
活
問
長
峡
の
ク
ニ
と
雄
伴
の
ク
ニ

庫
の
ク
ニ

倭
直
・
物
部
連
の
盛
衰
と
凡
河
内
国
造
・
明
石
国
造
の
設
置

倭
直
と
六
甲
山
地
南
部
王
権
と
物
部
述
明
石
国
造
と
倭
箆

2 

律
令
国
家
の
形
成
と
確
立

国
造
の
ク
ニ
と
河
内
・
武

凡
河
内
渡
と
凡
河
内
国
造

ノ＂＇~

艮日

ムハ
l
七
世
紀
中
葉
の
政
治
過
程
・

好有継
i明馬壁
、占白木の

議事長準
互延長中
の f丁明
行幸天
幸皇

"' 
敏
迷
天
皇
か
ら
由
記
極
天
皇
へ

2 

有
馬
温
泉
へ
の
道

一節一

大
化
改
新
と
国
の
成
立

律
令
制
の
導
入
過
程

「
大
化
の
改
新
」
律
令
制
の
導
入

Vlll 
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惜
別
一
一
一
仲
間
山

第
四
節

次臼

2 

畿
内
国
と
摂
津
・
播
磨
間

「
畿
内
閣
」
と
明
石
の
櫛
淵

摂
津
国
・
播
磨
国
の
成
立

／＼ 

九
一由
紀
の
政
治
過

程

2 

八
世
紀
の
皇
位
継
承
と
印
南
野
行
幸

文
武
天
寒
か
ら
称
徳
女
情
へ
毅
一
武
夫
長
の
印
南
野
行
幸

幸
の

B
約

摂
津
職
・
摂
津
国
と
播
磨
国

摂
津
臓
か
ら
摂
津
国
へ
摂
津
閣
の
等
級
摂
津
職
の
官
人
播
際
関
の
等
級
と
図
司

摂
津
・
撤
廃
悶
府

九
世
紀
の
皐
位
継
承

光
仁
天
皇
か
ら
槌
武
天
皇
へ

即
佼
直
後
の
行
幸

印
南
野
行

3 

平
城
天
白
況
と
峻
織
天
皇

仁
明
天
泉
か
ら
醍
湖
天
白
五
へ

郡
の
成
立
と
功て
主え

壁

2 

六
甲
山
地
南
部
の
郡
と
郷

荒
田
郡
の
範
閤
六
甲
山
地
潟
部
の
郡
の
変
遷

六
甲
山
地
西
部
の
郡
と
郷

総
見
屯
倉
か
ら
芯
美
・
高
野
郷
へ
縮
見
屯
倉
か
ら
住
吉
・
神
戸
郷
へ

明
石
郡
・
美
婆
郡
へ
明
石
郡
の
郡
儀
氏
族
の
変
遜

六
甲
山
地
北
部
の
郡
と
郷

菟
原
・
雄
伴
か
ら
菟
綴
・
八
部
郡
へ

ア
カ
シ
の
ク
ニ
か
ら

3 

-t:: ノ、、八
六

八
六
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昨
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有
馬
郡
と
武
庫
郡
の
臼
下
部
窃
祢

幡
多
郷
と
秦
氏

4 

有
馬
郡
の
成
立
と
郡
領
氏
族

郡
領
氏
族
を
中
心
と
し
て
い
た
古
代
社
会
の
変
質
・

悶
司
の
強
権
化
と
郡
司
の
形
骸
化
有
位
者
・
外
散
位
・
雑
任
の
憎
加

神
仏
と
交
通

神
紙

仰
の
展
開

2 

神
祇
信
仰
と
官
社
制
度
：
・
：
：
：

地
域
の
環
境
と
自
然
信
仰
古
代
の
神
祇
行
政
と
｛
自
社
制
の
成
立
神
戸
と
地
域
社
会

神
祇
信
仰
の
地
域
的
特
色
・
：
：
：

神
戸
市
域
の
式
内
社
と
地
域
社
会

石
郡
の
式
内
社

菟
際
郡
・
八
部
郡
の
式
内
社

有
馬
郡
の
式
内
社

円
刀
Iι 

3 

事jl 神
階階
管授
£与
そ」
の泰
背幣
長

十
本
幣
の
固
定
化
と
神
階

摂
津
の
諸
社
の
昇
叙

長官

仏
教

仰
の
展

開

2 

仏
教
の
伝
来
と
氏
寺
の
造
営
・
：
：
：

仏
教
を
通
し
た
秩
序
の
形
成
神
戸
市
域
の
白
鳳
寺
院
神
戸
市
域
周
辺
の
奈
良
寺
院

護
国
思
想
の
進
展
と
官
寺
の
経
済
活
動
：
：
：
：

x 
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信
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第
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次自

3 

官中古川
d

と
私
寺
の
区
別
化
定
額
寺
の
遠
山
同

大
寺
の
荘
国
と
権
門
の
成
立
・

法
隆
寺
の
明
石
・
宇
治
荘
宇
治
荘
の
草
磁
と
石
震
名
の
成
立

の
垂
水
荘
垂
水
荘
の
終
湾
と
臨
街
領
の
成
立

全
国
へ
進
出
し
て
い
く
大
寺

輪
間
経
の
成
立

東
大
寺

R売
仕士二

上
うと

通
の
歴
史
と
展
開

2 

中
央
集
権
的
な
陸
上
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
：

伝
馬
と
駅
馬
伝
子
と
釈
子
朝
使
に
よ
る
駅
潟
・
伝
馬
の
利
用

神
戸
市
域
の
官
道
と
駅
家
・
：
：

鵡
戸
ロ
筏
駅
・
須
磨
駅
・
明
右
駅
芦
屋
駅
か
ら
明
石
駅
へ
の
ル

l
ト

中
央
集
権
的
な
陸
上
交
通
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
：

四
度
使
に
よ
る
駅
馬
の
利
用
寅
御
使
に
よ
る
釈
馬
の
利
用

3 
水
上
ヲヰて

.><-

通
の
歴
史
と
屡
関

2 

倭
王
権
の
発
展
と
海
上
交
通
：

倭
の
五
王
の
外
交
住
吉
大
神
の
鎮
座
伝
承
大
阪
湾
岸
の
滋
湾
と
海
洋
祭
犯
淀
川
水
系

と
瀬
戸
内
海
交
通

敏
売
浦
と
外
交
儀
礼
：

特
殊
な
外
交
儀
礼
神
酒
と
肴
の
給
付
神
酒
と
肴
の
共
食
儀
礼

く
国
際
意
識
敏
売
崎
の
佼
資
機
内
の
最
西
端
の
神
戸
・
西
摂

小
中
翠
思
想
に
も
と
づ

フ吋
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第
四
章

第伊
東
二
叶
即

3 

中
央
集
権
的
な
水
上
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
：

陸
連
か
ら
海
運
へ
行
誌
に
よ
る
大
阪
湾
交
通
の
整
備
造
船
瀬
所
に
よ
る
矯
磨
灘
交
通
の
整

備
船
瀬
伎
の
瀬
戸
内
海
交
通
の
家
握

中
央
集
権
的
な
水
上
交
通
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
：

河
尻
の
発
展
と
淀
川
北
岸
の
繁
栄
難
波
津
か
ら
大
輪
問
泊
へ

4 

五
泊
と
大
輪
回
一
泊

神
戸
と
災
害

長官

先
史
時
代
の
自
然
災
蛍宝

災
受芸

史
の
研
究
方
法

2 

考
古
学
が
明
ら
か
に
し
た
自
然
災
害

遺
跡
に
み
る
神
戸
の
自
然
災
害
・
：
：
：
：
・

火
山
災
窓
口
水
害
地
震
考
古
学

災
害
史
研
究
の
意
義

古
代
の
白
妙ミ
'5：~ 
蛍三

2 

摂
津
国
・
播
磨
国
の
地
震
・

災
害
の
定
義
日
本
最
古
の
地
震
記
録
有
史
最
古
の
白
鳳
南
海
地
震
天
平
六
年
の
大
地

震
貞
観
十
年
の
播
磨
鴎
大
地
渓
仁
和
一
一
一
年
の
南
海
地
震

摂
津
・
嬬
磨
両
国
の
嵐
水
害
：

Xll 

ノ六、
ノ1
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借
用
二
一
昨
郎

第
五
章

第

次目

最
初
に
記
録
さ
れ
た
摂
津
の
氷
室
口

磨
の
風
水
害

奈
良
販
の
摂
津
・
矯
磨
の
風
水
害

平
安
期
の
摂
津
・
矯

吉
代
の
グくL
労歪
仁コ

観
と
災
異
回
,c,、
本日
JD¥ 

2 

古
代
の
災
害
観
・
：

自
然
認
識
と
災
客
観
古
代
の
災
閲
兵
頻
繁
に
発
生
す
る
銚
銭
・
問
中
総
疫
病
の
流
行
と
そ

の
対
策

古
代
日
本
の
災
異
思
想
・
：
：
：

災
即
時
思
怒
と
天
子
不
徳
の
詔

貴
族
政
治
と
平
氏
の
台
頭

艮P

純
友
の
乱
と
撰
関
政
治

2 

海
賊
の
跳
梁
・

海
賊
の
発
生
と
訴
党
蜂
起
一
水
平
の
海
賊
問
題
純
友
の
登
場

天
農
の
内
乱
・

3 

摂王純
聞朝友
奴 m の

受呆控
話筆陪

JI. : 
反
乱
の
背
景

戦
闘
の
経
緯
と
乱
の
終
息

摂
関
時
代
の
政
争

王
朝
貴
族
と
神
戸

フ吋フ『

Xlll 



第
二
節

伊東一一日即

第
四
ル
即

院
政
と
平
氏
の
台
頭

l毘
政

と;rrI,. 
3ζ 

領
層

院
政
の
成
立

受
領
と
閣
の
等
級

続
近
臣
と
矯
熔
守

「
回
殿
下
出
」
摂
津

2 

平伊
正勢
~ s:ド
ヱ氏
呂の
明発

展
平
氏
の
問
国
進
出

忠
盛
の
栄
達

清
盛
と
日
宋
貿
易

2 

武
家
棟
梁
清
盛
・

保
元
の
乱
と
播
磨
守
平
治
の
乱

清
盛
の
大
輪
田
進
出
：

八
部
郡
の
検
注
平
野
の
山
荘
大
輸
出
治
の
修
築

大
輸
出
の
繁
栄
：

3 

平
氏
と
日
宋
貿
易

大
輪
困
の
宋
船

福
原
の
千
僧
供
養

「
平
氏
政
権
」

の
成
立

2 

鹿
ヶ
谷
事
件
－
J

J

・－：

鹿
ケ
谷
事
件
の
勃
発
対
立
の
背
景
史
伎
を
め
ぐ
る
葛
藤

治
承
一
一
一
年
政
変
・
：
：

j
i－－：：・

院
政
の
停
止

清
盛
の
政
権
構
想

XIV 
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第
六
章

第
一
一
昨
郎

次自

高
倉
上
自
五
の
厳
烏
参
議

岡
市
路
の
福
原

高
倉
上
自
主
の
福
原
到
着

立前厳
と大島
山相宏
悶鴎芸込
山藤明
荘原毛
• rj:i f民

高経原
砂の
治下
向

福
原
出

3 

福
原
選
都
と
源
平
の
争
乱

福
原
選
者E

以
仁
王
の
挙
兵
・

挙

兵

の

背

景

挙

兵

の

鎮

圧

遷

都

の

背

景

と

意

義

遷

都

を

め

ぐ

る

札

機

福
原
選
幸
と
混
乱
：

突
然
の
福
原
遷
幸
輸
出
京
構
想
の
幾
折
逮
都
論
の
敗
北

福
原
京
の
建
設
・

福
原
選
都
と
寺
社

2 

福
原
の
発
展

新
造
内
一
議
移
徒
と
街
路

福
原
に
お
け
る
邸
宅

軍
事
独
裁
体
制
の
構
築

1墨 1黒

部書E
Y と
出そ
山の

，包L

還義
都
の
背景：

4 
一節

平
氏
政
権
の
崩
壊
：

寿
水
の
争
乱

清
盛
の
最
期

宗
盛
と
後
白
河

ノ、

xv 



第
七
章

第
一
一
昨
即 節

平
氏
都
落
ち
：
：

都

落

ち

の

背

景

福

原

炎

上

平

氏

の

再

起

一
ノ
谷
合
戦
：
・
：

合
戦
前
夜

3 

河
箪
の
衝
突

戦
劉
の
経
線

一
平
氏
一
門
の
悲
劇

鎌
倉
幕
府
の
成

立

2 

平
氏
の
滅
亡
・

一
ノ
谷
合
戦
の
結
果
源
義
経
の
活
躍
平
氏
滅
亡
の
係
閣
平
氏
の
余
映

幕
府
体
制
の
確
立
・

義
経
の
没
務
梶
原
景
時
と
矯
磨
幕
府
の
摂
津
支
配

俊
乗
房
重
源
・

東
大
寺
再
建

大
輪
回
泊
の
修
築

鎌
倉
時
代
の
社
会
と
文
化

承
久
の
古L

2 

後
鳥
羽
院
政
：

後
鳥
羽
院
政
の
成
立
矯
磨
と
摂
津
の
守
護
歌
枕
と
有
馬
温
泉

後
鳥
羽
院
の
敗
北
・

XVI 
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第作
用
一
一
一
位
即

次自

公
武
の
対
立

乱
の
経
総

乱
後
の
処
置

直行

荘
層
公
領
制
の
世
界

2 

荘
園
の
分
布
と
概
要
・
：
：
：
：

荘
闘
公
領
制
概
観
摂
津
悶
策
原
郷
摂
津
国
八
部
郡
波
津
国
有
馬
郡
熔
膝
国
明
石

郡

撤

廃

国

美

嚢

郡

輪
回
轄
の
形
成
と
発
展
・
：
：
・

輸
間
荘
の
初
見
石
室
名
目
白
聞
の
寄
進
議
勝
金
剛
院
領
総
閲
荘
の
成
立

的
状
況
一
円
不
愉
化
預
所
織
の
変
遷
地
頭
請
所
化
と
領
家
職
相
論

荘
園
公
領
制
の
諸
相
：
・
：
：

性
海
中
～
？
と
住
吉
係
伊
川
上
荘
の
名
泊
相
論
と
太
山
本
寸
領
（
そ
の
一
）

論
と
太
山
寺
銭
（
そ
の
二
）

輪
出
荘
の
危
機

伊
川
上
荘
の
名
閃
相

流
通
経
済
の
進
屡
と
悪
党

流兵
:@ 宿主

管；~己
i空の
返！或
麗立

「
兵
隊
柏
町
い
の
初
見
出
入
料
と
そ
の
意
味

第
一
期
東
大
寺
領
兵
庫
関
と
悪
党
・

間
開
銀
有
の
変
遷
第
一
期
東
大
寺
領
兵
臨
時
間
関
経
営
の
開
始
正
和
四
年
悪
党
事
件

第
二
期
東
大
寺
領
兵
庫
関
と
諸
勢
力
：

日
銭
徴
収
権
の
復
活
東
大
寺
領
兵
庫
関
の
復
活
と
興
福
寺
領
福
泊
調

兵
隊
嶋
の
住
人

3 

そ
の
後
の
兵
庫
舗
と

四
O
八

四
（
〕
八

区耳

ノ、、
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第
四
仲
間

4 

印’jE庭福
修大泊
間ミテ関
の

関長
冷，，作U

)j反関
入経
と営
問途：

中
世
仏
教
の
麗
聞
と
変
容

平
清
盛
と
千
僧
供
養
・

法
一
学
校
信
仰
と
平
氏
・
後
白
河
上
白
五
平
清
践
と
悶
魔
王

顕
密
諸
宗
と
法
華
経
信
仰
・

顕
衝
の
寺
院
と
地
域
社
会
温
泉
と
寺
続
華
厳
宗
の
性
海
中
市
リ

西
大
寺
叡
尊
の
教
化
・

叡
曲
線
の
授
戒
活
動
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
と
異
国
降
伏
祈
総

2 

例
制
尊
の
摂
津
・
綴
磨
教
化

浄
土
系
諸
派
の
展
開
：
：

法
然
と
証
空

一
遍
と
時
宗
の
聖
・

二
泊
の
生
涯
と
布
教
活
動
一
遍
と
兵
隊
一
遍
の
兵
庫
没
を
め
ぐ
っ
て
光
明
福
寺
の
方

丈
と
は
誰
か
光
明
福
寺
に
つ
い
て
淡
河
氏
と
時
宗
一
遍
の
慈
を
建
て
た
の
は
誰
か

国
附
と
楽
仙
寺
時
宗
薬
仙
寺
の
成
り
立
ち
を
め
ぐ
っ
て

4 5 

XV1l1 

四
六
（
〕

四
六
一
（

四
六
六

四
六
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四
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第
八
章

附

弟

一

仲

間

叩

仲間

m
二
日
即

次自

南
北
朝
の
動
乱
と
室
町
幕
府

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
・
南
北
朝
内
乱
期
の
神
戸
：
：
：
：
：
：
：

赤
松
氏
の
挙
兵
：

後
醍
翻
天
白
識
の
倒
幕
挙
民
（
護
良
抑
制
品
主
の
活
動
河
心
の
摩
耶
進
軍
赤
松
城
・
摩
部
山
城

赤
松
城
は
あ
っ
た
の
か
摩
耶
城
は
ど
こ
か

南
北
朝
内
乱
は
じ
ま
る
・
：

建
武
新
政
の
成
立
足
利
尊
氏
の
離
反
足
利
勢
兵
隊
か
ら
の
退
却
淡
川
合
戦
前
夜

足
利
勢
の
編
成
後
醍
醐
方
の
布
陣
圧
成
の
本
陣
『
太
平
記
』
と
吋
梅
総
論
』

『
太
平
記
』
が
箔
く
「
湊
川
合
戦
」
「
梅
総
論
』
が
描
く
「
淡
川
合
戦
」
「
淡
川
合
戦
」

の
イ
メ
ー
ジ
地
域
に
と
っ
て
の
淡
川
合
戦
戦
場
の
訪
問
者
金
引
け
経
氏
の
蜂
起
金

谷
勢
の
本
拠
淡
河
・
山
岡
の
佼
霞
金
谷
経
氏
の
没
落

観
応
の
擾
乱
と
西
摂
津
・
東
播
磨
地
域
：
・

足
利
政
権
の
分
裂
打
出
・
御
影
の
合
戦

と
出
戸
屋
・
東
神
一
戸
を
結
ぶ
道

2 3 

「
小
清
水
合
戦
い
か
「
打
出
合
戦
」
か

湯
LIJ 

山
路
寝
の
半
済

楠
木
正
儀
の
進
出
と
山
路
城
・
多
国
部
城

山内
路乱
荘の

お言
乱交

4 

細
｝｜｜ 

氏
と
赤
松

氏

細
川
氏
の
摂
津
支
配

赤
松
氏
の
惣
領
家
と
庶
流
家

細摂
JI I津

~ '1 
惣込
領主主

T菌
庶の
流守
家謎

赤
松

五
（
〕
八

ヨ三

/"-.. 
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第
九
章

第
一
節

有
馬
郡
守
護
赤
松
有
馬
氏
：

赤
松
布
潟
氏
の
成
立
有
馬
教
突
と
「
持
家
」
近
潔
赤
松
有
馬
氏
有
烏
道
桁
・
陸
祐

道
術
の
逐
電
・
元
家
の
復
権
と
詠
殺
御
供
衆
有
馬
別
秀
有
馬
援
寿
丸
の
惣
領
家
家
督
就
任

有
馬
氏
被
官
の
澄
郎
擁
立
久
留
米
有
馬
氏
系
図
赤
松
有
馬
氏
嫡
流
の
復
原

嘉
吉
の
乱
と
西
摂
・
東
播
・

赤
松
満
祐
下
国
事
件
足
利
義
教
の
強
権
政
治
嘉
吉
の
乱
の
始
ま
り
追
討
軍
の
派
遣
と

兵
庫
の
合
戦
播
磨
東
一
一
一
郊
の
支
配
赤
松
満
政
の
乱
と
有
馬
郡
赤
絵
則
尚
の
播
勝
進
攻

と
有
馬
一
芸
家
赤
松
惣
領
家
の
再
開
（

応
仁
・
文
明
の
乱
と
摂
津
・
：

応
仁
・
文
明
の
乱
の
始
ま
り
赤
松
氏
の
綴
磨
田
復

兵

庫

津

の

焼

亡

大

乱

の

終

結

乱

後

の

動

向

権
力
の
分
裂

氏
の
橋
磨
支
配

2 3 4 

兵
庫
津
と
荘
園

大
内
政
弘
の
上
洛
と
摂
津
の
国
人

摂
津
田
寺
社
本
所
領
の
番
上
げ
将
軍

丘

庫
津
の
発
展
と
丘

庫
北
関

節兵南
と！車北
琉閃制
球ので
商領一
入手＇］ .=£ 
悶町
長期
日の
明兵
雪吻庫
忽刀 長乏

の築
断散
絶士山
とと
復し
活ての：
～丘：

鼠：

日
明
貿
易
の
開
始
と
兵
庫

口
付
以
宇
お
ピ

ポド
1
偽
山
川

i
i

xx 
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七
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第一二仲間山

次白

2 

「
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
」
の
史
料
的
性
格
・

注
目
さ
れ
る
史
料
、
「
入
船
納
帳
」
燈
心
文
庫
「
入
船
納
帳
」
発
見
の
絞
緯
文
安
二
年
分

の
兵
箆
入
港
船
数
の
推
定
文
安
二
年
の
史
料
が
残
さ
れ
た
意
味
「
入
船
納
帳
」
に
記
載
さ

れ
た
諸
デ
ー
タ
「
入
船
納
帳
」
の
船
籍
地
神
戸
市
域
の
船
籍
地

船
籍
地
と
兵
庫
と
の
結
び
つ
き
：
：

「
入
船
納
帳
」
に
み
る
主
な
積
載
物
品
主
な
物
品
を
運
ん
だ
船
の
所
属
地
の
特
徴

結
び
つ
い
て
い
た
港
町

十
五
世
紀
中
葉
の
兵
庫
津
と
そ
の
住
人
・

「
入
船
納
帳
」
に
み
る
兵
庫
津
の
住
人

絵
図
に
描
か
れ
た
兵
庫
津
と
陵
上
交
通

流
通

3 

兵
蔵
と

4 

近
世
兵
庫
津
絵
図
か
ら
中
世
を
探
る
慶
長
の
裁
許

兵
膝
津
遺
跡
へ
の
期
待
「
入
紛
仙
制
緩
」
と
瀬
戸
内

応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
の
兵
庫
津
：

兵
庫
経
由
の
年
貢
米
輸
送
旅
の
事
例
内
海
航
路
の
要
港
兵
膝
津
南
関
の
復
活
と
庄
主

藤
春
一
盛
田
向
降
藤
春
一
機
…
と
赤
松
氏
月
俸
銭
を
め
ぐ
る
訴
訟
南
北
両
関
の
終
潟
兵
庫

津
の
白
髭
番
匠

荘
園

村
町

赤
松
七
条
家
と
摂
津
輸
出
荘
・
福
原
荘
：

領
家
職
栂
論
以
後
の
輪
回
荘
滋
の
荘
鼠
・
福
原
荘
と
赤
松
氏
滋
起
議
裁
判
嘉
吉
の
乱

と
七
条
赤
松
氏
七
条
赤
松
氏
の
知
行
没
収
輪
悶
荘
東
方
の
代
官
請
負
応
に
の
乱
後
の

福
原
荘
と
一
条
家

フ『

ブ"L

ヨFミL
プミミ
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フ『
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2 

伊
川
荘
と
明
石
光
長
：

国
人
明
石
氏
大
光
明
寺
領
伊
川
荘
の
成
立
伊
川
荘
と
赤
松
春
日
部
家
伊
川
桜
代
官
職

を
め
ぐ
る
争
い
明
石
光
長
の
代
官
職
回
復
運
動
夜
回
小
二
郎
の
こ
カ
村
邦
領

赤
松
有
馬
氏
と
有
馬
郡
内
の
荘
閤
・

醗
麟
寺
領
野
鞍
荘
都
内
荘
留
の
一
括
詩
負

の
そ
の
後
内
上
荘
と
有
馬
問
郎

南
御
所
領
上
津
焔
代
官
職

上
津
畑
代
官
職

4 

山
田
荘

と行火
tク丈

河
荘

山
田
・
淡
河
雨
荘
の
山
境
相
論

村
々
村
の
神
社
・
村
の
お
裳

細
田
村
と
性
海
寺
の
山
相
論
：
・

文
明
二
年
の
相
論
文
明
年
間
の
展
開

衣
笠
氏
と
射
庭
谷
池
の
築
造

作
和
谷
を
め
ぐ
る
相
論

年
寄
・
若
衆
・
村
有
国

山
田
荘
の
反
攻
行
動
山
田
荘
の

山
悶
荘
十
一
一
一
カ
村
の
成
立

明
石
氏
と
守
護

永
正
十
二
年
明
石
則
行
の
裁
定

6 

都
賀
荘
と
LU 
路

荘
本
庄

7 

「
天
城
文
謬
」
と
都
賀
荘
蕊
閣
と
議
・
名
若
林
氏
と
都
賀
荘
の
土
豪
土
豪
の
実
態

都
賀
荘
の
惣
荘
惣
荘
の
組
織
と
機
能
都
賀
荘
の
中
古
川
庵
都
賀
荘
の
惣
村
室
町
時
代

の
山
路
荘
武
家
勢
力
の
浸
透
「
本
庄
」
に
つ
い
て
山
路
荘
・
本
庄
の
土
袋
山
路

荘
・
本
庄
の
惣
村
・
惣
荘

有
馬
温
泉
の
脹
わ
い
・

湯
山
を
訪
れ
た
人
び
と

寺
社
鼓
滝
・
鎌
倉
谷

湯
山
へ
の
道
湯
山
街
道
と
関
入
湯
一
一
一
七
日
湯
山
の
町
と

湯
山
に
暮
ら
す
人
び
と
湯
山
み
や
げ
と
挽
物
抑
制
工

XXll 
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第
十
章

第
一
節

次回

戦
国
の
争
乱
と
中
世
後
期
の
文
化
・
社
会

戦
国
の
争
乱

2 

細
川
京
兆
家
の
分
裂
抗
争
と
西
摂
地
域
・

摂
津
下
郡
守
護
級
川
京
兆
家
細
川
京
兆
家
の
分
裂
抗
争
河
原
林
正
頼
と
灘
五
郷

細
川
澄
元
の
本
兵
下
部
国
人
衆
の
動
向
細
川
澄
元
の
畿
内
湾
進
攻
細
川
一
民
間
・
晴
元

の
抗
争
一
向
一
撲
の
狽
獄
と
難
太
合
戦

一
一
一
好
氏
支
配
下
の
西
摂
・
東
播
地
域
・

一
一
一
好
長
慶
の
越
水
入
城
長
陵
、
晴
元
を
降
す
一
一
一
好
氏
支
配
の
新
し
志
松
永
久
秀
と
流

山
城
滝
山
千
匂
兵
庫
津
の
正
直
日
除
機
井
家
本
庄
と
芦
屋
荘
の
山
相
論
近
陛
以
後

の
相
論
東
播
磨
へ
の
進
出
滝
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防
山
田
荘
原
野
の
栗
花
一
治
家
上

谷
上
の
板
屋
家
白
川
畑
の
藤
悶
家
白
川
畑
の
惣
中
村
務
上
岡
胞
の
行
方

一
ニ
木
合
戦
と
西
摂
・
東
諸
地
域
・

別
所
氏
の
摂
津
進
出
一
一
一
木
合
戦
と
間
際
・
東
橋
の
国
衆
端
谷
城
出
土
の
取
持
荒
木
村

章
一
の
離
反
淡
河
・
丹
生
山
合
戦
淡
汚
氏
の
こ
と
一
一
一
木
城
子
殺
し
一
一
一
木
・
有
悶
合

戦
後
の
新
た
な
支
配
体
制
矯
腐
の
城
破
り
有
馬
則
頼
の
淡
河
入
部
有
馬
氏
の
こ
と

有
馬
氏
の
有
馬
郡
支
配
有
馬
氏
の
家
中
有
馬
氏
の
庶
流
有
馬
愛
別
・
則
頼
南
蛮

人
文
絵
絞

楽
市
制
札
と
淡
用
地
域
：
：
：
：
：
・

再
発
見
さ
れ
た
制
札
唯
一
の
秀
音
楽
市
制
札
制
札
の
外
形
的
特
徴
一
ニ
水
合
戦
と
制
札

制
札
の
伝
来
天
正
七
年
制
札
の
内
容
天
正
八
年
制
札
の
内
容
楽
市
制
札
の
意
義

3 4 

七
六
回

主
（
四

七
七
六

八
O
四
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伊
東
二
仲
即

伊
東
一
一
応
即

そ
の
後
の
淡
河

南
北
朝

室
町
時
代
の
仏
教

大
陸
と
の
在
来
と
兵
庫
津
の
禅
院
・

無
本
覚
心
と
宝
満
寺
明
極
楚
俊
と
後
醍
醐
天
商
談
福
厳
寺
と
仏
滋
派
の
禅
僧
兵
庫
涼
と

大
陸
文
化
禅
岡
田
寺
と
一
切
経

有
馬
の
禅
宗
・
律
宗
・
：

温
泉
と
寺
院
瑞
渓
周
鳳
の
温
泉
行
記

顕
密
諸
宗
と
修
験
・
：

顕
密
寺
院
と
武
力
顕
密
寺
院
と
地
域
社
会
戦
国
期
の
顕
密
寺
院

浄
土
真
宗
と
法
華
宗
・

蓮
如
と
摂
津

2 3 4 

臼
隆
と
港
湾
都
市

自
扶
災
害
と
社
メL
Zミ

相
次
ぐ
大
地
震
・

中
般
の
南
海
地
震
応
永
十
三
年
の
地
渓

中
世
の
風
水
害
：
・

文
明
七
年
の
高
淑
弘
治
三
年
の
高
潮

六
甲
山
系
の
山
津
波
伝
承
と
土
砂
災
害
・

永
正
元
年
の
水
害
（
慈
明
寺
流
れ
の
伝
承
）

2 3 

永
正
十
四
年
の
水
答
一
（
柏
崎
滝
明
神
流
出
）
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第
十

第一一仲間叩

第
二
節

次自

4 

災
害
文
化
の
形
成
と
継
示
に
向
け
て

J

J
・－：・

ニ＂＂＂二
写L

古
代
・
中
世
の
文
化
財

古
代
・
中
世
の
美
術

2 

奈
良
・
平
安
時
代
の
美
術
：

平
安
持
代
以
前
平
安
時
代
の
美
術
平
安
時
代
の
絵
闘

鎌
倉
・
｛
受
町
時
代
の
美
術
：

鎌
倉
の
美
術
太
山
寺
の
美
術
福
祥
寺
（
須
磨
寺
）
の
美
術
有
潟
の
炎
術
鎌
倉
末

期

以

後

石

造

美

術

板
神
・
淡
路
大
震
災
と
文
化
財
・

震
災
と
文
化
財

3 

古
代
・
中
世
の
建
築

如
意
寺
・
陀
弥
陀
裳
（
常
行
堂
）
（
品
銭
安
文
化
財
〕
一
ニ
震
は
惜
〔
重
要
文
化
財
〕
文
殊
堂
〔
重
要
文
化

財〕

太
山
寺
・
本
堂
〔
国
宝
〕

間
春
日
間
子

仁
王
門
〔
一
商
品
姿
文
化
財
〕

安
養
院
庭
闘
〔
名
勝
〕

八
八
口

ノ＼
ノ1

ノ＼
／＼ 

八
九
五
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石
ル品一・

平
薬ミ半
日市 : -主忌
重姿：
文
化財：

一
霊
塔
〔
重
要
文
化
財
〕

徳福
光祥
院寵寺
F～l( -
と玉商
j器展
也ミ予

言宣
要
文
化
財

多
宝
塔
〔
重
要
文
化
財
〕

宗豊六若南
賢歳条王僧
神本神三八本子・観尾
杜殿社霊幡 l殺千Iド音観
:2 ：溶神 2 社＇.§［苦
姿：重弘要：県北
文：嬰：文：指
化：文：化：定
財：化：対：震
〕：財：〕 j要
〕：：文

化
財 j

地
蔵
A告，
三1二

本
殿
〔
燥
指
定
重
要
文
化
財
〕

箱
水
家
住
宅
〔
重
要
文
化
財
〕

主
屋

離
座
敷
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一一片即

次目

遺
跡

2 

六
甲
山
掲
麓
の
遺
跡
：
：

深

江

北

町

巡

跡

郡

家

造

跡

住

吉

宮

町

遺

跡

滝

ノ

奥

逃

跡

臼

官

級

遺

跡

下

山

手

北
逃
跡
祇
鼠
迭
跡
・
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
逃
跡
兵
庫
律
巡
跡
上
沢
遺
跡

御

蔵

遺

跡

神

楽

逃

跡

二

葉

町

巡

跡

大

田

町

遺

跡

明
石
川
流
域
と
そ
の
鹿
辺
地
域
の
遺
跡
・

垂

水

日

向

遺

跡

二

ツ

康

遺

跡

日

輪

寺

遺

跡

頭

高

山

町

滋

跡

白

水

遺

跡

寒

風

巡

跡

吉

田

南

遺

跡

玉

律

問

中

遺

跡

端

谷

城

跡

持

出

古

家

…

祉

群

六
甲
山
地
北
部
地
域
の
遺
跡

宅

原

遺

跡

下

小

名

目

遺

跡

上

小

名

mm遺
跡

淡

河

・

荻

原

城

跡

勝

雄

逃

跡

箱

木
家
住
宅
（
千
年
家
）
湯
山
遺
跡
（
盗
阻
秀
吉
湯
山
御
絞
跡
）
石
楽
寺
経
塚
勝
雄
経

塚

3 〔
巻
末
付
録
〕

執
筆
者

覧

編
集
協
力
者

－
盟
・
表
一
覧

参
考
文
献
目
録
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